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を行うと（Table 1）、収率は 12%であったがアミノエステル(R)-11 を 94% ee で与えた 
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12 (R)-11 (S)-12 (S)-13
Base
Table 1. Oxidative kinetic resolution of racemic N-benzoyl-2-piperidine-carboaldehyde (12)















オ選択性で得られ、 (S)-12 は対応する光学活性ジメチルアセタール体(S)-13 として回
収された。 
N-ヨードコハク酸イミド(NIS)を用いると、アミノエステル(R)-11 を 97% ee で与え






















3）。窒素原子に不斉補助基を有する基質 21 を用いることで最高 80% de でアゼチジン
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